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令
和
四
年
度
成
果
報
告
会
の
ご
案
内

設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
も
、
今
年
度
は
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
々
や

関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年

度
も
注
目
す
べ
き
調
査
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
ず
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年
度
末
三
月
に
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
成
果
報

告
会
『
新
設
楽
発
見
伝
』
は
、
今
年
度
で
九
回
目

に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
と
一
昨

年
の
二
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
催
で
し
た
。
今
年

は
久
し
ぶ
り
に
対
面
式
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
二
月
上
旬
に
町
内
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
た

チ
ラ
シ
を
下
記
の
図
に
掲
載
し
ま
し
た
。

日
時
は
三
月
四
日
午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時

四
五
分
ま
で
、
会
場
は
田
口
特
産
物
振
興
セ
ン
タ
ー

（
田
口
字
向
木
屋
三
ー
一
）、
参
加
無
料
、
申
し
込

み
不
要
で
す
。

今
回
は
、
過
去
二
年
間
の
調
査
成
果
を
含
め
た

上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
、
下
延
坂
遺
跡
、
滝

瀬
遺
跡
、
大
畑
遺
跡
、
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
、
大
崎
遺
跡
、

以
上
六
つ
の
遺
跡
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、

会
場
内
に
は
報
告
す
る
各
遺
跡
の
写
真
パ
ネ
ル
や

出
土
品
を
展
示
し
ま
す
。

今
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
大
き
な
催
し
物
と
し
て
奥
三
河
郷
土
館
で
秋
の
埋
蔵
文
化

財
展
「
悠
久
の
記
憶
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
期
中
に
二
四
一
八
名
の
方
に
見
学
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
出
土
品
の
展
示
や
遺
跡
の
写
真
パ
ネ
ル
を
順
次
公
開
で
き
る
よ
う
計
画
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
説
明
会
を
八
月
二
〇
日
に
大
崎
遺
跡
、
一
〇
月
二
九
日
に
下
延
坂

遺
跡
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
可
能
な
限
り
説
明
会
の
開
催
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
『
設
楽
発
掘
通
信
』
な
ど
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

（
永
井
宏
幸
）

滝
瀬
遺
跡
出
土
尖
頭
器
に
つ
い
て

本
紙
２
・
３
頁
の
よ
う
に
、
今
年
度
の
滝
瀬
遺
跡
で
は
、
尖
頭
器
の
一
部
と
思
わ
れ
る
石

器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
資
料
自
体
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

左
の
図
６
の
１
が
、
滝
瀬
遺
跡
出
土
尖
頭
器
で
す
。
現
存
し
て
い
る
大
き
さ
で
、
長
さ

１
０
・
２
㎝
、
幅
５
・
３
㎝
、
厚
さ
１
・
１
㎝
、
重
さ
５
０
・
５
ｇ
で
す
。
何
か
の
事
情
で
身
部

中
央
で
中
折
れ
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
欠

損
部
分
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
加
工
の
在
り
方
（
剥
離
）
を
み
る
と
均

一
で
は
な
い
も
の
の
、
両
面
と
も
同
様
な
加
工
で
あ
る
上
、
両
側
辺
側
か
ら
身
部
中
央
に
向

か
っ
て
剥
離
が
入
っ
て
お
り
、
断
面
の
形
が
レ
ン
ズ
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。こ

の
残
っ
て
い
る
部
分
を
基
部
と
み
た
場
合
、
全
体
的
に
細
身
の
尖
頭
器
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
推
定
全
長
２
０
㎝
弱
に
達
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
反
対
に
残
存
し
て

い
る
部
分
を
先
端
部
と
し
た
場
合
、
最
大
幅
か
ら
す
ぼ
ま
る
形
状
に
な
る
た
め
、
推
定
長

が
短
く
な
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
全
長
１
５
㎝
以
上
に
達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
い
ず

れ
に
し
て
も
大
型
の
尖
頭
器
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
時
期
は
約
一
三
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文

時
代
草
創
期
で
、
有
舌
尖
頭
器
出
現
以
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

石
材
は
、
北
設
楽
で
産
出
さ
れ
る
安
山
岩
で
す
。
こ
の
石
材
は
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら

弥
生
時
代
に
至
る
ま
で
、
当
地
で
は
大
型
の
打
製
石
器
に
よ
く
使
用
さ
れ
た
石
材
で
す
。

原
石
は
境
川
の
河
原
で
採
取
で
き
る
も
の
で
、
当
地
域
の
先
史
時
代
を
象
徴
す
る
石
材
資

源
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
群
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
川
向
東

貝
津
遺
跡
で
は
、
長
さ
２
０
㎝
を
越
え
る
尖
頭
器
状
石
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
（
図
６
の

２
）。
大
き
な
剥
離
に
よ
る
加
工
に
よ
り
製
作
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
も
質
は
や
や

異
な
り
ま
す
が
、
北
設
楽
地
域
に
み
ら
れ
る
安
山
岩
製
で
す
。
こ
の
資
料
も
縄
文
時
代
草

創
期
に
属
す
る
資
料
と
考
え
ら
れ
、
設
楽
地
域
の
縄
文
時
代
草
創
期
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

尖
頭
器
形
状
の
も
の
が
製
作
さ
れ
て
い
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

（
川
添
和
暁
）

図６　滝瀬遺跡　尖頭器
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図１　滝瀬遺跡全体図（色付きの範囲は遺構・遺物の集中部分を示す） 

滝
瀬
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
終
了
し
ま
し
た

二
〇
二
二
年
十
一
月
か
ら
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
た
滝
瀬
遺
跡
（
設
楽
町
字
八
橋
タ
キ
セ
）

の
発
掘
調
査
が
二
〇
二
三
年
一
月
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
発
掘
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
滝
瀬
遺
跡
の
中
で
は
、
境
川
に
近
く
、
最
も
下
流
の
部
分
で
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
（
図
１
左
側
、
図
２
中
央
左
下
）。
出
土
遺
物
に
は
、
縄
文
時
代
草
創
期

の
尖せ
ん
と
う
き

頭
器
の
基
部
（
尖
頭
器
の
付
け
根
の
部
分
、
溶
結
凝
灰
岩
製
・
図
４
・
５
）
が
あ
り
、
遺

構
で
は
、
縄
文
時
代
後
期
の
土
坑
（
図
３
）
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
尖
頭
器
の
基
部
は
、

石
器
を
専
門
と
す
る
職
員
で
さ
え
「
お
お
、
こ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
」
と
い
う
感
想
が
も
れ
た

ほ
ど
の
稀
少
さ
で
、
今
回
の
滝
瀬
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
代
表
す
る
出
土
遺
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
調
査
全
体
を
振
り
返
れ
ば
縄
文
時
代
の
遺
構
は
少
な
く
、
発
掘
調
査
中
に
掘
削
し

て
い
た
土
の
多
く
は
江
戸
時
代
以
降
の
新
し
い
時
代
に
堆
積
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
状
況
に

つ
い
て
、
滝
瀬
遺
跡
の
過
去
の
調
査
を
含
め
て
見
渡
し
て
見
る
と
（
図
１
左
側
）、
２
０
２
２

年
度
調
査
の
す
ぐ
北
側
の
２
０
１
８
Ａ
区
で
は
谷
状
地
形
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
６
Ｂ
区
の
南
西
隅
に
も
同
様
の
谷
状
地
形
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
２
年
度
の
調
査
区

は
こ
の
谷
状
地
形
の
中
に
あ
た
る
よ
う
で
す
。

こ
の
谷
状
の
地
形
が
い
つ
頃
に
で
き
た
の
か
、
詳
し
く
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
遺
跡
の

中
で
は
比
較
的
新
し
い
中
世
や
近
世
の
時
代
に
、
地
滑
り
の
よ
う
な
原
因
で
形
成
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
よ
う
で
す
。
谷
の
中
に
は
黒
く
柔
ら
か
い
土
が
堆
積
し
て
お
り
、
そ
れ
を
上
手
く
活

用
し
て
江
戸
時
代
以
降
に
は
畑
や
水
田
と
し
て
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
地

形
の
中
で
も
前
述
の
尖
頭
器
や
土
坑
が
残
っ
た
の
は
深
い
部
分
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。「
よ
く
ぞ
残
っ
て
い
て
く
れ
た
」
と
い
う
の
が
発
掘
調
査
に
関
わ
っ
た
人
た

ち
の
一
致
し
た
気
持
ち
で
も
あ
り
ま
し
た
。

滝
瀬
遺
跡
の
こ
れ
ま
で
の
遺
構
や
遺
物
の
分
布
状
況
（
図
１
）
か
ら
は
、集
中
す
る
部
分
（
色

つ
け
し
た
部
分
）
と
散
在
す
る
部
分
（
色
の
白
い
部
分
）
が
あ
り
、
今
回
の
調
査
で
は
散
在
す

る
部
分
に
該
当
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
分
布
状
況
に
は
、
元
々
の
地
形
（
が
け
や
急
斜
面
、
平

坦
な
場
所
な
ど
）
の
利
用
し
や
す
さ
や
、
後
の
時
代
に
畑
や
水
田
と
し
て
利
用
す
る
際
の
地
形

改
変
、
今
回
の
２
０
２
２
区
の
よ
う
な
自
然
に
よ
る
地
形
の
変
化
（
地
滑
り
や
土
石
流
な
ど
）

に
よ
っ
て
、大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

(

鈴
木
恵
介)図２　滝瀬遺跡全景写真（建設中の橋は設楽根羽線４号橋） 　

図５　2022 年度滝瀬遺跡で出土した「尖頭器基部」( 実物大 )　 　図４　右の「尖頭器 基部」出土状況　 　

図３　縄文時代後期の土坑断面　 　



0

20cm
全
形
復
元
は
、

長
野
県
佐
久
市

下
茂
内
遺
跡
Ⅱ
文
化
層

出
土
資
料
を
参
照

1

2
1：滝瀬遺跡 22 区出土尖頭器
2：川向東貝津遺跡出土
　尖頭器状石器（報告書より）

41

設楽発掘通信 No.77設楽発掘通信 No.77

令
和
5
年
２
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
・
発
行
　
　
公
益
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
４
９
８
–
０
０
１
７  

愛
知
県
弥
富
市
前
ヶ
須
町
野
方
８
０
２
の
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話

(

０
５
６
７)

６
７
–
４
１
６
１【
管
理
課
】４
１
６
３【
調
査
課
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

aibun.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Facebook
https://w

w
w

.facebook.com
/m

aibunaichi

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Tw
itter

https://tw
itter.com

/aichi_m
aibun

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
協
力　
　
　

株
式
会
社
ア
コ
ー
ド

No.77

令和５年
２月号

No.77

令
和
四
年
度
成
果
報
告
会
の
ご
案
内

設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
も
、
今
年
度
は
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
々
や

関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年

度
も
注
目
す
べ
き
調
査
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
ず
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年
度
末
三
月
に
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
成
果
報

告
会
『
新
設
楽
発
見
伝
』
は
、
今
年
度
で
九
回
目

に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
と
一
昨

年
の
二
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
催
で
し
た
。
今
年

は
久
し
ぶ
り
に
対
面
式
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
二
月
上
旬
に
町
内
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
た

チ
ラ
シ
を
下
記
の
図
に
掲
載
し
ま
し
た
。

日
時
は
三
月
四
日
午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時

四
五
分
ま
で
、
会
場
は
田
口
特
産
物
振
興
セ
ン
タ
ー

（
田
口
字
向
木
屋
三
ー
一
）、
参
加
無
料
、
申
し
込

み
不
要
で
す
。

今
回
は
、
過
去
二
年
間
の
調
査
成
果
を
含
め
た

上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
、
下
延
坂
遺
跡
、
滝

瀬
遺
跡
、
大
畑
遺
跡
、
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
、
大
崎
遺
跡
、

以
上
六
つ
の
遺
跡
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、

会
場
内
に
は
報
告
す
る
各
遺
跡
の
写
真
パ
ネ
ル
や

出
土
品
を
展
示
し
ま
す
。

今
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
大
き
な
催
し
物
と
し
て
奥
三
河
郷
土
館
で
秋
の
埋
蔵
文
化

財
展
「
悠
久
の
記
憶
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
期
中
に
二
四
一
八
名
の
方
に
見
学
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
出
土
品
の
展
示
や
遺
跡
の
写
真
パ
ネ
ル
を
順
次
公
開
で
き
る
よ
う
計
画
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
説
明
会
を
八
月
二
〇
日
に
大
崎
遺
跡
、
一
〇
月
二
九
日
に
下
延
坂

遺
跡
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
可
能
な
限
り
説
明
会
の
開
催
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
『
設
楽
発
掘
通
信
』
な
ど
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

（
永
井
宏
幸
）

滝
瀬
遺
跡
出
土
尖
頭
器
に
つ
い
て

本
紙
２
・
３
頁
の
よ
う
に
、
今
年
度
の
滝
瀬
遺
跡
で
は
、
尖
頭
器
の
一
部
と
思
わ
れ
る
石

器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
資
料
自
体
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

左
の
図
６
の
１
が
、
滝
瀬
遺
跡
出
土
尖
頭
器
で
す
。
現
存
し
て
い
る
大
き
さ
で
、
長
さ

１
０
・
２
㎝
、
幅
５
・
３
㎝
、
厚
さ
１
・
１
㎝
、
重
さ
５
０
・
５
ｇ
で
す
。
何
か
の
事
情
で
身
部

中
央
で
中
折
れ
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
欠

損
部
分
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
加
工
の
在
り
方
（
剥
離
）
を
み
る
と
均

一
で
は
な
い
も
の
の
、
両
面
と
も
同
様
な
加
工
で
あ
る
上
、
両
側
辺
側
か
ら
身
部
中
央
に
向

か
っ
て
剥
離
が
入
っ
て
お
り
、
断
面
の
形
が
レ
ン
ズ
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。こ

の
残
っ
て
い
る
部
分
を
基
部
と
み
た
場
合
、
全
体
的
に
細
身
の
尖
頭
器
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
推
定
全
長
２
０
㎝
弱
に
達
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
反
対
に
残
存
し
て

い
る
部
分
を
先
端
部
と
し
た
場
合
、
最
大
幅
か
ら
す
ぼ
ま
る
形
状
に
な
る
た
め
、
推
定
長

が
短
く
な
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
全
長
１
５
㎝
以
上
に
達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
い
ず

れ
に
し
て
も
大
型
の
尖
頭
器
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
時
期
は
約
一
三
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文

時
代
草
創
期
で
、
有
舌
尖
頭
器
出
現
以
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

石
材
は
、
北
設
楽
で
産
出
さ
れ
る
安
山
岩
で
す
。
こ
の
石
材
は
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら

弥
生
時
代
に
至
る
ま
で
、
当
地
で
は
大
型
の
打
製
石
器
に
よ
く
使
用
さ
れ
た
石
材
で
す
。

原
石
は
境
川
の
河
原
で
採
取
で
き
る
も
の
で
、
当
地
域
の
先
史
時
代
を
象
徴
す
る
石
材
資

源
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
群
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
川
向
東

貝
津
遺
跡
で
は
、
長
さ
２
０
㎝
を
越
え
る
尖
頭
器
状
石
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
（
図
６
の

２
）。
大
き
な
剥
離
に
よ
る
加
工
に
よ
り
製
作
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
も
質
は
や
や

異
な
り
ま
す
が
、
北
設
楽
地
域
に
み
ら
れ
る
安
山
岩
製
で
す
。
こ
の
資
料
も
縄
文
時
代
草

創
期
に
属
す
る
資
料
と
考
え
ら
れ
、
設
楽
地
域
の
縄
文
時
代
草
創
期
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

尖
頭
器
形
状
の
も
の
が
製
作
さ
れ
て
い
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

（
川
添
和
暁
）

図６　滝瀬遺跡　尖頭器




